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「火
事
だ
。
ど
う
し
よ
う
」
ｉ
ｏ
消

防
庁
が
開
発
し
、
全
国
の
消
防
本
部
に

訓
練
用
と
し
て
配
っ
た
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ

ト

「ホ
テ
ル
火
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン

ゲ
ー
ム
」
が
好
評
で
、
防
災
の
日

（九

月

一
日
）
を
機
会
に
、
八
月
末
か
ら

一

巻
八
千
円
で

一
般
に
も
販
売
す
る
。
現

在
、
続
編
の

「病
院
火
災
」
ソ
フ
ト
も

開
発
中
で
、
来
春
に
は
お
日
見
え
す
る

予
定
だ
。

旅
館
や
ホ
テ
ル
の
火
災
件
数
は
最

近
、
大
幅
に
減
っ
て
き
た
が
、
依
然
と

し
て
大
惨
り
が
後
を
絶
た
な
い
。
こ
の

サ
一
ケ
イ

ク

た
め
消
防
庁
は
い
そ
の
原
因
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
省
力
化
に
伴
う
夜
Ⅲ
防
火

管
理
体
制
の
弱
体
化
を
神
う
た
め
、
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
火
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ

ン
訓
繰
を
思
い
つ
き
、
昨
年
春
か
ら
ホ

テ
ル
関
係
者
や
防
災
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

ら
の
協
力
を
得
て
、
ゲ
ー
ム
を
作
っ

磁
豫
牡
聾
難
響
母
は

「も
と
も
と
ホ
テ
ル

側
係
者
の
火
災
酬
練
、
教
育
に
役
立
て

る
目
的
で
作
っ
た
。
単
な
る
ゲ
ー
ム
だ

が
、
火
災
発
生
時
の
対
応
の
難
し
さ
を

分
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
日
ご
ろ
か
ら

ど
ん
な
準
備
が
必
要
か
痛
感
す
る
だ
ろ

う
。
病
院
の
次
は
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

福
祉
施
設
に
し
た
い
」
と
活
し
て
い

る
。ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
問
い
合
わ
せ
先
は

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
ニ
ノ
九
ノ

一
六
、

日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
。
電
話

０
３

（５
０
１
）
７
９
１
１
。

/その時あなたは
｀
責任者、

た
。ゲ
ー
ム
は
七
階
建
て
の
リ
プ
ー
ト
ホ

テ
ル
が
舞
台
。
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
ホ
テ
ル

の
夜
間
当
直
者
に
な
り
、
火
災
報
知
機

が
鴫
っ
て
ゲ
ー
ム
は
始
ま
る
。
宿
泊
客

は
約
二
百
人
、
火
災
は
ニ
ー
七
階
の
ど

こ
か
で
発
生
し
、
炎
と
州
は
刻
々
と
館

内
に
広
が
っ
て
い
く
。　
　
　
‘

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
限
ら
れ
た
時
間
内
で

次
々
と
行
動
を
選
び
、
ホ
テ
ル
の
中
を

移
動
し
な
が
ら
、
出
火
場
所
の
確
認
、

一
一
九
番
通
報
、
初
期
消
火
、
宿
泊
客

の
避
難
誘
導
を
す
る
。

一
一
九
番
通
報
し
て
約
五
分
後
に
消

防
車
が
到
対
す
る
と
、
ゲ
ー
ム
は
終
了

し
、
死
傷
者
数
と
焼
失
面
積
が
ス
コ
ア

と
し
て
表
示
さ
れ
る
。
炎
や
煙
の
広
が

り
状
況
、
死
傷
者
な
ど
ゲ
ー
ム
の
設
定

は
、
実
際
の
火
災
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
作
ら
れ
て
お
り
、
ゲ
ー
ム
を
超
え
た

迫
力
が
あ
る
。

今
溶
、
手
始
め
に
全
国
の
自
治
体
や

約
千
の
消
防
本
部
に
二
巻
ず
つ
配
っ
た

と
こ
ろ
、
防
災
関
係
者
や
保
険
会
社
な

ど
か
ら
の
製
黎
も
多
く
、　
一
般
に
も
販

売
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

消
防
庁
の
課
長
袖
佐
時
代
に
ゲ
ー
ム

の
開
発
に
当
た
っ
た
小
林
恭
↓
■
刺
瓢
「
．
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